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Dream夢
　今年の干支にちなみ、巳年生まれの小学生の

皆さんに将来の夢を語ってもらいました。

巳（市鹿野小学校）

坂
さか

本
もと

　涼
りょう

輔
すけ

　くん

「将来の夢はプラモデルを設計す

る人になりたいです。」

（椿小学校）

大
おお

谷
たに

　拓
たく

巳
み

　くん

「パティシエになりたいです。お

いしいケーキを作って、みんな

に食べてもらいたいです。」

（富田小学校）

山
やま

辺
べ

　魁
かい

斗
と

　くん

「宇宙に行って、まだ見ぬ生物を

さがし、その生態を研究したい。」

（白浜第二小学校）

西
にし

　海
み

功
こ

斗
と

　くん

「ゲームが好きなので、ゲームク

リエイターになりたいです。」

（北富田小学校）

前
まえ

地
じ

　航
こう

平
へい

　くん

「バレー選手になりたいです。全

日本の選手になって、うさみ選

手みたいになりたい。」

（西富田小学校）

堅
かた

田
た

　莉
り

帆
ほ

　ちゃん

「私の将来の夢は看護師になることで

す。優しく接して、笑顔が見たいし、

人を助けられる仕事だからです。」

（南白浜小学校）

髙
たか

畑
はた

　李
もも

佳
か

　ちゃん

「イルカショーのお姉さんになっ

て、見ている人が楽しめるよう

なショーをしたいです。」

（日置小学校）

野
の

中
なか

　菜
な

摘
つみ

　ちゃん

「将来の夢は、声優になることです。

その為に、トレーニングをしっかり

やっていきたいです。夢を叶えるた

めに精一杯努力していきたいです。」
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（日置小学校）

浦
うら

本
もと

　幸
こう

生
せい

　くん

「将来の夢は、スポーツ選手にな

ることです。これからしっかり

体力をつけて、夢が叶ったらい

いなと思います。」

（富田小学校）

熊
くま

谷
がい

　鈴
すず

穂
ほ

　ちゃん

「医者になって、けがや病気を治

して、たくさんの人達の役に立

ちたい。」

（市鹿野小学校）

殿
との

山
やま

　智
とも

哉
や

　くん

「自転車に乗って世界一周すること

が僕の目標です！」

（白浜第二小学校）

川
かわ

口
ぐち

　耀
てる

大
なが

　くん

「人の役に立ちたいので、警察官

になりたいです。」

（安居小学校）

西
にし

　陽
や

真
ま

士
と

　くん

「ぼくは、消防士になりたいです。

大きな火事を防いで多くの人を

安心させたいです。」

（白浜第一小学校）

田
たの

上
うえ

　比
ひ

以
い

呂
ろ

　くん

「将来、消防士になりたいです。火事

や地震からみんなを守りたいです。」

（椿小学校）

西
にし

倉
くら

　紅
く

美
み

子
こ

　ちゃん

「動物が好きなので、ペットショッ

プを開いてみんなに動物のかわい

さを見てもらいたいです。」

（安宅小学校）

上
うえ

田
だ

　凜
りん

　くん

「お父さんのように、ＪＡでみん

なの役に立つ仕事がしたいです。」

（北富田小学校）

仲
なか

　愛
あい

菜
な

　ちゃん

「私は、ケーキ屋さんになりたい

です。前に作ってみたら楽しかっ

たからです。」

（南白浜小学校）

青
あお

木
き

　修
しゅう

也
や

　くん

「プロ野球選手になりたいです。

ピッチャーになって、いっぱい

三振をとりたいです。」

（白浜第一小学校）

脇
わき

坂
さか

　陽
ひ

和
より

　ちゃん

「将来、家族をハワイ旅行に連れて

いきたいです。大切な家族とハワイ

で幸せな時間を過ごしたいです。」

（西富田小学校）

浦
うら

　正
せい

哉
や

　くん

「ぼくの夢は、教師になることです。

夢を叶える努力をしたいです。」
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～新年のご挨拶～

　

謹
ん
で
新
春
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
辰
年
か
ら
巳
年
へ
。
災
害
の
な
い
平
和
な
１
年
に

な
る
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
振
り
返
れ
ば
昨
年
５
月
に

町
長
就
任
以
来
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
も
と
、
全
力
で
さ
ま
ざ
ま
な

町
政
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
検
証
し
、

成
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。観
光
の
面
で
は
、

当
地
を
訪
れ
る
お
客
様
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
経
済

三
団
体
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
観
光
客

の
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
夏
場

は
猛
暑
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
海
水
浴
の
お
客
さ
ま
が
大
幅
に
増
加

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
宿
泊
の
お
客
様
に
関
し
て
は
前
年
比
で

減
少
と
な
り
、
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
観
光
面
で
の
施

策
を
強
化
し
、
私
の
公
約
で
あ
る
観
光
客
の
更
な
る
誘
致
に
向
け
て

官
民
一
体
で
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

昨
年
11
月
に
発
足
し
ま
し
た
「
白
浜
町
活
性
化
協
議
会
」
に
は
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
、
元
気
で
活
気
の

あ
る
ま
ち
に
変
え
る
た
め
の
具
体
的
な
提
言
が
な
さ
れ
る
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

日
置
川
地
域
で
は
鮎
と
テ
ニ
ス
、
川か

わ

添ぞ
え

茶ち
ゃ

な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
広
め
て
ま
い
り
ま
す
。
参
加
・
体
験
型
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
と
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
体
験

教
育
旅
行
、
農
家
民
泊
な
ど
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
湯
崎
地
区
に
お

き
ま
し
て
は
、漁
港
が
整
備
さ
れ
、漁
業
振
興
施
設
が
こ
の
夏
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
新
た
な
観
光
振
興
の
拠
点
と
な
る
よ
う
関
係

者
の
皆
さ
ま
と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
臨
海
地
区
で

は
番ば

ん

所し
ょ

山や
ま

の
整
備
が
現
在
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
平
成
25
年
度
中
に

完
成
す
る
運
び
で
あ
り
ま
す
。
自
然
を
基
調
に
遊
歩
道
や
展
望
ス

ポ
ッ
ト
の
整
備
を
行
い
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
昨
年
８
月
に
待
望
の

赤
ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ
（
優ゆ

う

浜ひ
ん

）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
「
パ
ン
ダ
の
町
」
を
町
内
外
に
広
く
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
と
り
わ
け
関
東
圏
を
中
心
に
パ
ン
ダ
の
認
知
度
の
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
玄
関
口
で
あ
る
白
浜
空
港
や
白
浜
駅
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
関
空
か
ら
の
お

客
さ
ま
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
営
業
戦
略
、
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ

Ｃ
）
へ
の
営
業
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の

お
客
様
を
さ
ら
に
誘
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
国
際
交
流
を
推
進
す
る
ま
ち
、
白
浜
町
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
、
減
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
町
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ

る
津
波
の
想
定
を
受
け
、県
か
ら
被
害
想
定
な
ど
詳
細
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
24
年
度
内
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
町
で
は
並
行
し
て

準
備
を
進
め
、
防
災
計
画
の
見
直
し
と
新
た
な
防
災
計
画
の
作
成
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
白
浜
町
」
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
全
力
で
汗
を
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民

お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
力
添
え
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

白
浜
町
長

　

井い

澗た
に　

誠
ま
こ
と
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謹賀新年
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

旧
年
中
は
町
政
の
進
展
、
と
り
わ
け
私
ど
も
議
会
活
動
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
の
低
迷
は
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

経
済
不
況
の
波
は
地
方
自
治
体
に
押
し
寄
せ
て
き
て
お
り
、
地
域
経

済
の
停
滞
に
よ
る
影
響
で
白
浜
町
も
税
収
減
が
大
変
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
も
地
方
経
済
に
つ
い
て
の
心
配
の
種
は
尽
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
目
先
の
厳
し
さ
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
た

な
芽
の
成
長
を
促
し
て
い
く
た
め
、
今
こ
こ
で
、
議
会
、
行
政
が
共

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
的
確
な
行
財
政
運
営
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど
の
よ
う
な
政
策
に
充

て
る
べ
き
な
の
か
、
町
議
会
の
場
で
議
論
を
尽
く
し
、
町
執
行
部
と

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
自

立
す
る
町
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
議
員
一
丸
と
な
り
積
極
的
な
政
策

提
案
と
無
駄
の
な
い
行
政
運
営
へ
の
監
視
を
行
っ
て
い
く
の
が
私
た

ち
議
員
の
重
要
な
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
町
議
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
強
く

自
覚
し
、こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、

信
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

白
浜
町
議
会
議
長

　

南
み
な
み　

勝か
つ

弥や

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

議　

長　

南　
　

勝
弥

副
議
長　

水
上　

久
美
子

議　

員
（
議
席
順
）

　
　
　
　

楠
本　

隆
典

　
　
　
　

丸
本　

安
高

　
　
　
　

笠
原　

惠
利
子

　
　
　
　

正
木　

秀
男

　
　
　
　

岡
谷　

裕
計

　
　
　
　

廣
畑　

敏
雄

　
　
　
　

玉
置　

一

　
　
　
　

湯
川　

秀
樹

　
　
　
　

三
倉　

健
嗣

　
　
　
　

長
野　

莊
一

　
　
　
　

辻　
　

成
紀

　
　
　
　

正
木　

司
良

※
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
は
年
賀
状
、
寒
中
見
舞
い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
が
禁
止
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
き
ま
す
）
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本

紙
上
を
も
っ
て
年
賀
の
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　④生命保険料控除額
　　①～③による各控除額の合計額が生命保険料控除額となります。
　　なお、この合計額が１２万円を超える場合には、生命保険料控除額は１２万円となります。

２．公的年金等に係る所得税の確定申告不要制度について
　公的年金等に係る雑所得を有する者で、その年中の公的年金等の収入金額が４００万円以下であり、かつ、そ
の年分の公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下である場合には、平成２３年分以降、所得税の
確定申告書の提出を要しないこととなっています。
　平成２４年分の確定申告におきましてもご注意願います。
※この場合であっても住民税の申告は必要となります。
※医療費控除などにより所得税の還付を受けるために所得税の還付申告書を提出することはできます。

３．年金受給者のための還付申告会場の廃止について
　本年は、昨年まで確定申告期前に開設していました「年金受給者のための還付申告会場」（紀南文化会館・ビッ
グ・ユー）を開設していません。申告相談が必要な方は、税務署へお越しください。
　なお、上記２のとおり所得税の申告が不要な方につきましては、住民税の申告が必要となりますので、役場税
務課へご相談ください。

４．贈与税のｅ－Ｔａｘ利用について
　これまで、贈与税の申告書については、書面での提出しかできませんでしたが、平成２４年分の申告から国税
庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、作成したデータをｅ－Ｔａｘにより送信で
きるようになりましたので、是非ご利用ください。

５．所得税、消費税・地方消費税の確定申告書用紙の発送について
　平成２４年分所得税、消費税・地方消費税の確定申告書および確定申告のお知らせ文書の発送日については、
１月２８日（月）を予定しております。
　なお、国税庁ホームページでは所得税の確定申告書のほか、付表・計算書・明細書や手引きなどを掲載しており、
これらは印刷してご利用になれます。

６．平成２４年確定申告分における納期限および振替納付日について
　○平成２４年分については次のとおりです。

　○納税には振替納税が便利です。
　　初めて振替納税をご利用される方は、納期限までに「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を税務署
　または利用される金融機関へ提出してください。
　　ご指定の金融機関の口座から振替納付の手続を行いますので、振替日の前日までに納税額に見合う預貯金の
　準備をお願いします。
　※振替納税は法定申告期限までに申告書を提出しなければ、ご利用できませんのでご注意ください。

問田辺税務署
☎２２－１２５０（税務署への個別のお問合せについては、自動音声に従い「２」をお選びください。）
※田辺税務署は土・日・祝は閉庁しています。

税目 申告所得税 消費税および地方消費税 贈与税

納期限 ３月１５日（金） ４月１日（月） ３月１５日（金）

振替日 ４月２２日（月） ４月２４日（水） 振替納税制度はありません
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田辺税務署からのお知らせ

１．生命保険料控除の改正について
　生命保険料控除が改組され、一般生命保険料控除および個人年金保険料控除のほかに、新たに介護医療保険料
控除が創設されました。
　創設に併せ、控除額の合計額が最高１２万円になるとともに、平成２４年１月１日以後に締結した保険契約等
に係る保険料（新契約）と平成２３年１２月３１日以前に締結した保険契約等に係る保険料（旧契約）では生命
保険料控除の適用限度額や計算方法が異なることになりました。

　◎生命保険料控除の概要

　①新契約（平成２４年１月１日以後に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額

　　平成２４年１月１日以後に締結した保険契約
　等に基づく新生命保険料、介護医療保険料、新
　個人年金保険料の控除額は、それぞれ右の表　
　の計算式に当てはめて計算した金額です。

【旧契約】

新生命保険料控除
（最高４万円）
（遺族保障等）

介護医療保険料控除
（最高４万円）

（介護保障、医療保障）

新個人年金保険料控除
（最高４万円）
（老後保障）

【新契約】

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高４万円

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高４万円

旧生命保険料控除
（最高５万円）

（遺族保障、介護保障、医療保障等）

旧個人年金保険料控除
（最高５万円）

（老後保障）

＋

【控除額の合計額：最高１２万円】

［ ［ ］］

年間の支払保険料等 控除額

20,000 円以下 支払保険料等の全額

20,000 円超　40,000 円以下 支払保険料等× 1/2+10,000 円

40,000 円超　80,000 円以下 支払保険料等× 1/4+20,000 円

80,000 円超 一律 40,000 円

　②旧契約（平成２３年１２月３１日以前に締結した保険契約等）に基づく場合の控除額

　　平成２３年１２月３１日以前に締結した保険
　契約等に基づく旧生命保険料と旧個人年金保険
　料の控除額は、それぞれ右の表の計算式に当て
　はめて計算した金額です。
　※いわゆる第三分野とされる保険（医療保険や
　介護保険）の保険料も、旧生命保険料となります。

年間の支払保険料等 控除額

25,000 円以下 支払保険料等の全額

25,000 円超　50,000 円以下 支払保険料等× 1/2+12,500 円

50,000 円超　100,000 円以下 支払保険料等× 1/4+25,000 円

100,000 円超 一律 50,000 円

　③新契約と旧契約の双方に加入している場合の控除額

　　新契約と旧契約の双方に加入している場合の
　新（旧）生命保険料または新（旧）個人年金保
　険料は、生命保険料または個人年金保険料の別
　に、右のいずれかを選択して控除額を計算する
　ことができます。

適用する生命保険料控除 控除額

新契約のみ生命保険料控除を適用 ①に基づき算定した控除額

旧契約のみ生命保険料控除を適用 ②に基づき算定した控除額

新契約と旧契約の双方につ

いて生命保険料控除を適用

①に基づき算定した新契約の控除額と

②に基づき算定した旧契約の控除額の

合計額（最高 4 万円）

＋
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旭き
ょ

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

【
内
ノ
川
地
区
】

　
故　

岡お
か

本も
と　

重し
げ

之ゆ
き　

氏（
享
年
77
歳
）

［
中
小
企
業
振
興
功
労
］

　

平
成
２
年
５
月
に
白
浜
町
商
工

会
の
理
事
に
就
任
し
、
会
長
を
補

佐
し
て
執
行
機
関
の
一
員
と
し
て

豊
富
な
知
識
と
実
行
力
に
よ
り
、

地
域
商
工
業
の
発
展
と
振
興
に
積

極
的
に
参
画
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

10
年
に
は
、
商
工
会
館
建
設
委
員

会
委
員
に
就
任
し
て
会
館
建
設
計

画
に
取
り
組
み
平
成
13
年
３
月
に

会
員
の
念
願
で
あ
っ
た
商
工
会
館

が
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
５
月
に
は
、
前
会
長

の
信
託
と
全
会
員
か
ら
一
致
し
た

推
挙
を
受
け
、
白
浜
町
商
工
会
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
多
様
化

す
る
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と

も
に
、
積
極
果
敢
な
行
動
力
と
旺

盛
な
研
究
心
に
よ
り
、
地
域
小
規

模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善
普

及
事
業
な
ら
び
に
地
域
総
合
振
興

事
業
を
両
輪
と
し
た
商
工
会
活
動

に
真
摯
な
態
度
と
信
念
を
持
っ
て

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞ず
い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

【
塩
野
地
区
】

　

小こ

山や
ま　

洋ひ
ろ

治は
る　

氏　
（
71
歳
）　

［
消
防
功
労
］

　

昭
和
41
年
１
月
１
日
、
旧
日
置
川

町
消
防
団
に
入
団
以
来
44
年
３
カ
月

の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
防
災
活
動

に
精
励
し
、
常
に
地
域
住
民
と
の
安

寧
を
は
か
り
、
消
防
団
の
資
質
向
上

に
努
め
、
そ
の
率
直
な
人
間
性
と
鋭

敏
活
発
な
行
動
と
と
も
に
団
員
と
の

訓
練
を
通
じ
て
部
下
の
統
率
に
全
力

を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
活
動
に
お
い
て
は
、
自
ら
の

身
の
危
険
を
顧
み
ず
、
消
火
活
動
を

続
け
る
責
任
感
旺
盛
に
し
て
、
被
害

を
最
小
限
度
に
止
め
る
べ
く
努
力
を

し
て
い
る
姿
は
、
他
の
団
員
の
模
範

と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
災
害
に
お
い
て
は
、

避
難
勧
告
発
令
に
対
し
て
鋭
敏
活

発
な
行
動
で
統
率
し
、
暴
風
雨
の

中
、
陣
頭
に
立
ち
指
揮
を
と
り
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
幾
多
の
災
害
に
出

動
し
、
地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
の

保
護
に
努
め
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

瑞ず
い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

【
内
ノ
川
地
区
】

　

南
み
な
み　

辰た
つ

三ぞ
う　

氏　
（
72
歳
）　　

［
警
察
功
労
］

　

昭
和
38
年
４
月
１
日
に
和
歌
山

県
巡
査
を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
37

年
の
永
き
に
わ
た
り
警
察
職
務
に

精
励
し
、
公
共
の
安
全
と
治
安
の

維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
刑
事
警
察
の
部
門
に
お
い

て
、
勤
続
37
年
の
う
ち
通
算
32
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
白
浜
警
察
署

や
田
辺
警
察
署
の
刑
事
課
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
間
に
白
浜
警

察
署
管
内
に
お
け
る
近
畿
か
ら
九

州
に
か
け
て
ホ
テ
ル
を
狙
っ
た
窃

盗
事
件
、農
村
部
の
一
軒
家
を
狙
っ

た
空
き
巣
や
田
辺
警
察
署
管
内
に

お
け
る
強
盗
事
件
や
連
続
放
火
事

件
を
検
挙
す
る
な
ど
、
数
多
く
の

事
件
解
決
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

平
成
９
年
５
月
に
は
「
治
安
維
持

功
労
」
と
し
て
県
知
事
表
彰
、
平

成
９
年
10
月
に
は
、「
全
国
優
良
警

察
職
員
」
と
し
て
警
察
庁
長
官
表

彰
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

旭き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

【
椿
地
区
】

　

東
ひ
が
し　

榮え
い

一い
ち

郎ろ
う　

氏
（
88
歳
）

［
地
方
自
治
功
労
］

　

昭
和
34
年
４
月
に
白
浜
町
議
会

議
員
選
挙
に
初
当
選
し
て
以
来
、
４

期
連
続
当
選
を
果
た
し
、
昭
和
50
年

４
月
に
勇
退
す
る
ま
で
、
16
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
昭
和
42
年
５
月
か
ら
昭
和

44
年
６
月
ま
で
副
議
長
に
選
任
さ

れ
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
手
腕
を

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
在
職
中
は
、
総
務
常

任
委
員
会
委
員
長
の
要
職
を
歴
任

す
る
な
ど
、
強
い
責
任
感
と
実
行
力

を
も
っ
て
職
務
に
精
励
し
観
光
産

業
等
の
振
興
、
教
育
行
政
の
推
進

等
、
町
政
の
重
要
課
題
の
実
現
と
町

の
産
業
・
経
済
の
発
展
と
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
49
年
７
月
に
農
業

委
員
と
し
て
就
任
以
降
、
平
成
４
年

７
月
ま
で
６
期
18
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
白
浜
町
農
業
委
員
会
委
員
と

し
て
、
農
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

秋 の 叙 勲 受 章
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定
期
救
命
講
習
会

　

消
防
本
部
で
は
月
２
回
定
期
救

命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

救
命
講
習
と
は
、「
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
」
を
テ
ー

マ
に
応
急
手
当
に
必
要
な
基
礎
知

識
の
ほ
か「
心
肺
蘇
生
法
」や「
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

取
り
扱
い
」
な
ど
実
技
中
心
の
講

習
で
す
。

　

皆
さ
ま
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
会
場　

白
浜
町
消
防
本
部

◆
日
時

　

１
月
20
日（
日
）、２
月
３
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
12
時

◆
定
員　

30
人
程
度

※
申
込
期
日
は
講
習
会
２
日
前
の

金
曜
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

問
白
浜
町
消
防
本
部
救
急
係

☎
４
３
ー
０
１
１
９

募　

集 

Shirahama Information
白浜町および関係各所からの案内です。

まちの人口と世帯

　　人口　　　　２３，１８５人
　　　　　　（先月比　－４１人）

　　　　　男　　１０，８７７人
　　　　　　（先月比　－１６人）
　　　　　女　　１２，３０８人
　　　　　　（先月比　－２５人）
　
　　世帯数　　１１，２２２世帯
　　　　　　（先月比　－１８世帯）

平成２４年１２月１日現在　

役場関係機関連絡先

　白浜町役場　　 　（代）43-5555
　富田事務所　　 　（代）45-0009
　日置川事務所 　　（代）52-2300
・椿出張所　　　　　　46-0052
・安居出張所　　　　　53-0009
・市鹿野出張所　　　　54-0001
・上下水道課　　　　　45-2000
・保健センター　　　　43-0178
・白浜町清掃センター　45-3800
・日置川焼却場　　　　52-2750
・日置川水道事務所　　52-2179
・住民交流センター　　52-2446
・白浜町中央公民館　　42-2269
・日置川拠点公民館　　52-2660
・町立図書館　　　　　43-2922
・町立児童館　　　　　45-2117

 

平
成
25
・
26
年
度
建
設
工
事
等

 

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　

白
浜
町
が
発
注
す
る
建
設
工

事
、
測
量
・
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
な
ら
び
に
白
浜
町
水
道

事
業
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
お

よ
び
物
品
・
製
造
等
の
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、http://w

w
w

.
tow

n.shiraham
a.w

akayam
a.

jp/

を
ご
覧
に
な
る
か
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

　

２
月
12
日（
火
）～
３
月
11
日（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

①
持
参
の
場
合
は
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
と
午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で
（
町
内
業
者
）

②
郵
送
の
場
合
は
３
月
11
日（
月
）

必
着
（
町
外
業
者
）

◆
提
出
先

①
役
場
総
務
課
管
財
係

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１

　

白
浜
町
１
６
０
０
番
地

②
役
場
上
下
水
道
課
業
務
係

〒
６
４
９
ー
２
３
３
１

　

白
浜
町
平
９
５
６
番
地

問
役
場
総
務
課
管
財
係

☎
４
３
ー
５
５
５
５

有料広告募集中
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春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法

人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

８
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

お
一
人
で
ご
参
加
に
な
る
方
が

８
割
以
上
、
初
め
て
海
外
へ
行
か

れ
る
方
が
６
割
以
上
の
ご
参
加
で

す
の
で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間

作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

◆
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語

研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

◆
派
遣
先

　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
フ
ィ
ジ
ー

◆
日
程

　

３
月
24
日（
日
）～
４
月
５
日（
金
）

　

９
～
12
日
間

（
※
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

◆
対
象　

小
３
～
高
３

（
※
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

◆
説
明
会

　

全
国
12
都
市
・
１
月
下
旬

◆
参
加
費

　

２
９
・
８
～
４
３
・
８
万
円

（
共
通
経
費
は
別
途
）

※
１
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
の
方
は
、
早
割
で
１
万
円

割
引
き
ま
す
。

◆
締
切　

２
月
４
日
（
月
）

問
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
ー
６
４
５
９
ー
４
６
６
１

 

和
歌
山
県
で
働
く
す
べ
て
の
方
へ

～
最
低
賃
金
に
つ
い
て
～

　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
意
識
し
た

こ
と
あ
り
ま
す
か
？

平
成
24
年
10
月
１
日
よ
り
和
歌
山

県
の
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
す
。

（
変
更
後
）　

６
９
０
円（
時
間
額
）

（
変
更
前
）　

６
８
５
円（
時
間
額
）

問
役
場
観
光
課
観
光
商
工
係

☎
４
３
ー
６
５
８
８

 

白
浜
町
消
防
本
部
よ
り

～
一
刻
を
争
う
消
防
活
動
に
皆
さ
ま
の

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
、
消

防
水
利
付
近
へ
の
自
動
車
の
駐
車

は
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
火
栓
、
防
火
水
槽
は
消
火
活

動
に
欠
か
せ
な
い
『
水
』
を
消
防

車
に
供
給
す
る
施
設
で
あ
り
、
白

浜
町
消
防
本
部
管
轄
内
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
白
浜
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
道
路
交
通
法
で
も
消
防
水
利
付

近
の
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

①
消
火
栓
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

②
消
防
用
防
火
水
槽
の
給
水
口
も

し
く
は
吸
管
（
水
を
吸
う
管
）
投

入
口
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

③
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た

は
こ
れ
ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
り

口
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

④
消
防
指
定
水
利
の
標
識
が
設
置

さ
れ
て
い
る
位
置
か
ら
５
ｍ
以
内
の

部
分

問
白
浜
町
消
防
本
部

☎
４
３
ー
０
１
１
９

ご　

案　

内

 

殿
山
ダ
ム
講
演
会

　

今
後
の
ダ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
ダ
ム
工
学
の
専
門
の
先
生
を

お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

　

１
月
27
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

◆
場
所　

日
置
川
拠
点
公
民
館　

◆
講
師　

京
都
大
学
名
誉
教
授

　

水
工
研
究
所
代
表　

今い
ま

本も
と

博ひ
ろ

健た
け　

氏

◆
主
催　

日
置
川
区
長
会

問
日
置
川
事
務
所

☎
５
２
ー
２
３
０
０

 

転
倒
予
防
教
室

サ
ン
ラ
イ
ズ
倶
楽
部

　

年
齢
と
と
も
に
、
体
力
は
ど
ん

ど
ん
落
ち
て
い
き
ま
す
。し
か
し
、

日
ご
ろ
の
努
力
次
第
で
、
そ
の
低

下
ペ
ー
ス
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
サ
ン
ラ
イ
ズ
倶
楽
部
で

は
体
力
の
維
持
・
増
進
を
目
的
と

し
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
行
い
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。「
体
力
を
も
っ
と

つ
け
た
い
！
」「
運
動
す
る
仲
間

作
り
を
し
た
い
！
」
と
い
う
方
は

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
人
の
講
師
が
週
替
わ
り
で
教

室
を
担
当
し
ま
す
。

◆
講
師

◆
白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院
理
学
療
法
士

清し

水み
ず

亮
り
ょ
う

佑す
け

先
生

◇
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

内う
ち

田だ

晶あ
き

子こ

先
生

◇
ト
モ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

上う
え

續つ
ぎ

美み

恵え

先
生

◆
対
象
者

　

白
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
介
護
認
定
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
方

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず

主
治
医
の
許
可
を
得
て
か
ら
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
会
場　

日
置
川
拠
点
公
民
館

◆
期
間　

毎
週
金
曜
日

　

１
月
11
日
（
金
）
～
３
月
29
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
参
加
費　

無
料

◆
保
険
加
入

　

安
全
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
加
入
を

お
勧
め
し
ま
す
。
保
険
適
用
は
加

入
日
翌
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
加

入
手
続
き
を
１
月
10
日
（
木
）
午

後
５
時
に
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
変
更
は
で
き
ま
せ
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ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
徴
収
は
初
日
（
１
月

11
日
）
に
行
い
ま
す
の
で
、
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

（
保
険
料
金
）
８
１
０
円

◆
内
容

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
。

　

初
日
・
最
終
日
に
体
力
測
定
を

実
施
。

◆
定
員　

20
人

　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
締
切

　

１
月
10
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

☎
４
３
ー
０
１
７
８

 

栄
養
教
室
の
ご
案
内

　

健
康
増
進
係
で
は
、「
糖
尿
病

予
防
の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
食
」
を

テ
ー
マ
に
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

教
室
で
は
、
昼
食
と
し
て
、
実

際
に
糖
尿
病
予
防
に
効
果
的
な
バ

ラ
ン
ス
食
を
食
し
て
い
た
だ
き
、

普
段
の
食
事
と
の
違
い
や
、
栄
養

士
に
よ
る
今
後
に
む
け
た
食
事
の

あ
り
方
に
つ
い
て
な
ど
の
内
容
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
日
程

　

１
月
22
日
（
火
）農

業
研
修
会
館

　

１
月
30
日
（
水
）

　

美
之
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

　

１
月
31
日
（
木
）

　

日
置
川
拠
点
公
民
館

◆
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

◆
テ
ー
マ

　
「
糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
バ
ラ

ン
ス
食
」

◆
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
代
）

※
準
備
の
都
合
上
、
必
ず
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

☎
４
３
ー
０
１
７
８

 

節
電
に
つ
い
て

　

定
着
し
た
節
電
の
着
実
な
実
行

を
目
指
し
、
皆
さ
ん
に
節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
目
標　

平
成
22
年
度
冬
比
で
６
％

◆
期
間　

12
月
３
日
（
月
）
～

平
成
25
年
３
月
29
日
（
金
）

（
12
月
31
日
～
１
月
４
日
を
除
く
）

◆
時
間
帯　

平
日
９
時
～
21
時

※
特
に
、
18
時
～
21
時
は
重
点
的

な
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

■入居可能日　２月中旬
■募 集 期 間　１月７日（月）～２５日（金）
■抽　選　日　２月４日（月）　一般向住宅　午前９時～
　※入居時には敷金が必要です。また、家賃のほかに共益費が必要です。
■お申し込み・お問い合わせ
　役場建設課都市計画係　　　　☎４３－６５８９
　役場日置川事務所産業建設係　☎５２－２３０２

【一般向住宅募集内容】

公 営 住 宅 入 居 募 集

団地名 阪田新団地 安宅第１団地 市鹿野団地

建設年度 平成１４年度 平成１２年度 平成１５年度

住所 白浜町３４番地の１ 白浜町安宅１５０番地 白浜町市鹿野１１０８番地の１

募集戸数 １戸 ４戸 １戸

構造
間取り・面積

耐火２階建

２ＤＫ・４９．３０㎡

中層耐火３階建

３ＤＫ・６９．９８㎡

木造２階

３ＤＫ・７９．４０㎡

HP

h
ttp

:/
/

w
w

w
.p

re
f.

w
a

k
a

y
a

m
a

.l
g

.j
p

/
prefg/032000/setsuden/

問
役
場
総
務
課
節
電
担
当

☎
４
３
ー
５
５
５
５

 

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
１
月
21
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

【
日
置
川
地
区
】

◇
１
月
10
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

 

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
１
月
28
日
（
月
）

相 　

談 
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平成２４年度白浜町職員採用試験案内

　白浜町では、次のとおり職員採用試験を実施します。
　受験を希望される方は、案内に従い受付期間内に必要書類をご提出ください。

１．職種区分、採用予定人員および職務内容
　①資格を有する試験

職種区分 採用予定人員 職務内容

土木技術職 １人程度 専門業務に従事します。

２．採用年月日　　平成２５年４月１日

３．受験資格
　①資格を有する試験
　　【土木技術職】
　　昭和５８年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で土木技術の専門課程を修了した人（平成２４年
　度中に修了見込みの人を含む。）もしくは測量士補以上または２級土木施工管理技士以上の資格を有する人
　※測量士補以上および２級土木施工管理技士以上の資格の要件については、平成２４年度中に資格取得見込み
　の人を含みます。ただし、資格を取得できなかった場合、合格しても採用資格を失います。

４．試験の実施日時および場所
　①第１次試験
　　・日時：２月２日（土）　午前９時～　・場所：白浜町役場（白浜町１６００番地）
　②第２次試験
　　・日時：２月下旬（予定）　・場所：白浜町役場（白浜町１６００番地）（予定）

５．受付期間等
　　・受付期間：１月４日（金）～１月２２日（火）
　　　　　　　　※土曜日、日曜日および祝日等の休日を除く、午前８時３０分から午後５時１５分まで
　　・受付場所：白浜町役場総務課庶務係

６．採用試験案内および採用試験申込書の配布および請求について
　　採用試験案内および採用試験申込書は、１月４日（金）から配布を始めます。
　　【窓口での配布】
　　白浜町役場総務課庶務係、富田事務所または日置川事務所
　※土曜日、日曜日および祝日等の休日を除く、午前８時３０分から午後５時１５分まで
　　【郵送で請求される場合】
　　封筒の表に『採用試験申込書請求』と朱書きし、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（縦３３㎝×
　横２４㎝程度）を必ず同封して、下記の宛先に送付してください。
　　〒６４９－２２１１
　　和歌山県西牟婁郡白浜町１６００番地　白浜町役場　総務課庶務係　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問役場総務課庶務係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎４３－５５５５　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
社
協
本
部
事
務
所
（
十
九
渕
）

【
日
置
川
地
区
】

◇
１
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

 

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
や
情
報
誌
を

持
参
し
て
、
職
業
の
相
談
を
受
け

ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方

は
、
認
定
日
以
外
の
求
職
活
動
が

で
き
ま
す
。

◆
日
時

◇
１
月
11
日
（
金
）

◇
１
月
25
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

◇
１
月
16
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７
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Shirahama News & Topics
白浜町内で行われたイベント情報などを紹介します。

第２７回川添まつり
　１１月１８日、川添山村活性化支援センターで第２７回川添まつりが開催さ
れました。
　当日は、新鮮な農産物の販売や、お茶農家のお茶会、地元の獅子舞の演
舞 ｢ 炎

えん

三
さん

千
せん

｣ によるよさこい踊りなどが行われました。
　会場には町内外から約４００人のお客さんが訪れ、市鹿野の山里がこの日、
賑やかな声に包まれました。

第１２回わぁいわぁい子どもまつり
　１１月１７日、町立児童館と町立体育館で第１２回わぁいわぁい子ど
もまつりが開催されました。
　当日は、とんだ幼児園５歳児によるダンス発表で幕をあけ、マジック
バルーンや田辺工業・神島高校生徒の作品展示など、色々な催しが行わ
れ、会場を訪れた８００人のお客さんにより会場は大盛り上がりでした。
　大人と子ども、そして地域が一体となった「子どもまつり」でした。
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消防出初式

　

平成２５年白浜町消防出初式を下記の日程で行いますので、ご観覧をお願いします。

◇日時　１月５日（土）

　　　　　９：３０～　分列行進および車両パレード

　　　　　　　　　　　（ＪＡ日置支所～日の出神社～日置保育所～日置川中学校）

　　　　１０：００～　式典・観閲

　　　　１１：００～　一斉放水

◇場所　日置中学校、日の出神社上船着き場（一斉放水）

　この季節は特に火を使用する機会が多くなりますので、火気の取り扱いには十分注意してください。

消すまでは　出ない　行かない　離れない
　　　　　　　　　　　　（平成２４年度　全国統一防火標語）

問白浜町消防本部

☎４３－０１１９

白浜町活性化協議会
　１１月２７日、白浜町役場で第１回白浜町活性化協議会が開催されま
した。
　この協議会は白浜町における地域産業の振興および活性化に関して、
町長から意見を求められた事項について協議をしていただき、町へ観光
振興や地域活性化についての提言をしていただきます。今後は定期的に
協議会を開き、町の活性化について皆さんで協議していきます。

（委員紹介）　計１０人

①谷
たに

脇
わき

　幹
みき

夫
お

（会長）②吉
よし

本
もと

　紳
しん

華
か

（副会長）

③黒
くろ

部
べ

　利
とし

之
ゆき

（委員）④小
こ

林
ばやし

　英
えい

二
じ

（委員）

⑤佐
さ

本
もと

　真
まさ

志
し

（委員）⑥朱
しゅ

　陽
よう

子
こ

（委員）

⑦立
たち

谷
たに

　公
まさ

史
ふみ

（委員）⑧藤
ふじ

野
の

　圭
けい

祐
すけ

（委員）

⑨前
まえ

田
だ

　泉
いずみ

（委員）⑩山
やま

根
ね

　康
やす

民
ひと

（委員）
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「安心・安全メール」サービスにご登録を！

詳細は、白浜町公式ホームペー

ジ（http://www.town.shirahama.

wakayama.jp）をご覧ください。

←バーコード対応機種簡単アクセス！

防災情報案内サービス
防災行政無線の情報を聞き漏らしたときなどに電話

で白浜町の防災情報を入手できます。（固定電話、

携帯電話、公衆電話から通話料のみで利用可）

☎０１８０ー９９７ー５５５

私たちが普段から取り組むことのできる防災対策や、防災に
関する情報などを紹介します。

防 災 白 浜　～災害に備えて～

問役場総務課防災対策室
☎４３ー５５５５

１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、

１
月
15
日
～
21
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

　

毎
年
、
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」、
１
月
15
日
～
１
月
21
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
平
成
７
年
１
月

17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ

び
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
数

多
く
の
方
々
が
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
延
べ
約

１
３
０
万
人
以
上
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
。

　

被
災
者
の
救
援
や
被
災
地
の
回
復
に
大
き
な
力
を

発
揮
し
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
全

国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
発
展

し
て
き
て
お
り
、
各
地
で
災
害
が
発
生
す
る
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ち
早
く
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
行
う
と
い
う
文
化
が
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

白
浜
町
で
は
、
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
災
害
時
に
「
白
浜
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や

派
遣
に
つ
い
て
の
業
務
を
行
い
ま
す
。
平
成
23
年
９

月
の
台
風
12
号
の
際
に
は
、
白
浜
町
に
も
町
内
外
か

ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
駆
け
つ
け
、
厳

し
い
残
暑
の
中
、
家
屋
の
泥
出
し
や
清
掃
作
業
な
ど

の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺

（
奈
良
県
）
の
金
堂
が
、
火
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

壁
画
が
焼
損
し
、
そ
の
後
も
文
化
財
の
火
災
が
相
次

い
だ
こ
と
か
ら
、
昭
和
30
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
、
全
国
各
地
の
文
化
財
で
消

防
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
建
造
物
の
多
く
は
木
造
で
あ
る
た
め
、
火

災
が
発
生
す
る
と
、
貴
重
な
財
産
が
一
瞬
に
し
て
失

わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
は
、
文
化
財
の
所
有
者
、
消
防
機
関
、

地
域
が
一
体
と
な
り
、
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
環
境

作
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
を
契
機
に
、
文
化
財
の
防
火
に

つ
い
て
関
心
を
高
め
、
み
ん
な
で
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

屋外の片付けをしている様子（田野井区）
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骨こ
つ

粗そ

鬆
し
ょ
う

症し
ょ
うと

は

　

骨
粗
鬆
症
と
は
、
鬆す

が
入
っ
た
よ
う
に
骨
の
中
が
ス
カ
ス
カ
の
状
態
に
な
り
、
骨
が
も

ろ
く
な
る
病
気
で
す
。「
背
中
や
腰
が
曲
が
る
」「
背
中
や
腰
が
痛
む
」「
身
長
が
縮
む
」

と
い
っ
た
症
状
が
徐
々
に
起
こ
る
た
め
、な
か
な
か
病
気
で
あ
る
と
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

骨
量
は
、
20
～
30
歳
代
で
最
も
多
く
な
り
、
そ
の
後
加
齢
と
と
も
に
減
少
し
て
い
き
ま

す
。
骨
粗
鬆
症
は
加
齢
だ
け
で
な
く
長
年
の
生
活
習
慣
な
ど
も
影
響
し
て
生
じ
る
た
め
、

日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
予
防
が
で
き
ま
す
。

 

骨
粗
鬆
症
予
防
に
向
け
て
、
自
分
の
骨
密
度
を
知
る
た
め
に
も
、
骨
密
度
測
定
を
受
け

ま
し
ょ
う
！

骨密度測定のお知らせ

◆対象者
　白浜町に住民登録されている２０歳以上の方
◆検診料　２００円
◆測定方法
　かかとの骨量を超音波で測定します。素足になりやすい
服装・履物でお越しください。
◆申し込み方法
　役場民生課健康増進係　☎４３－０１７８
　希望日時をご連絡ください。
◆受付締め切り
　２月１日（金）　午後５時まで
※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

日時 時間 定員 場所

２月７日（木）
午前９時～１１時 ７２人 日置川拠点公民館

午後１時３０分～４時 ９０人 農業研修会館

２月８日（金）
午前９時～１１時３０分 ９０人 民生課健康増進係

（中央保健センター内）午後１時３０分～４時 ９０人

健
康
だ
よ
り

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

（
白
浜
町
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
４
３
ー
０
１
７
８

行　事　名 月　日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

１月１０日（木） 12：00 ～ 12：10 中央保健センター
１０カ月児健診

（白浜地域）平成２４年２月生

１月１５日（火） 12：00 ～ 12：10 中央保健センター
４カ月児健診

（白浜地域）平成２４年９月生

１月１６日（水） 12：00 ～ 12：10 中央保健センター
３歳６カ月児健診

（白浜地域）平成２１年５・６月生

１月２３日（水） 13：00 ～ 13：10 日置川拠点公民館
１歳６カ月・３歳６カ月児健診

（日置川地域）平成２３年４・５・６月生
　　　　　　　平成２１年５・６・７月生

１月２４日（木） 13：00 ～ 13：10 中央保健センター
２歳６カ月児相談

（全町）平成２２年６月生

予防接種 １月２５日（金） 12：30 ～ 12：50 中央保健センター BCG 予防接種

栄養相談
１月７日（月）
※次回２月４日

 9：00 ～ 12：00 中央保健センター
栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の
相談を行います。事前に予約が必要ですの
で、電話でお問い合わせください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00 美之浦保健センター

献血 １月１６日（水）
 9：30 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00

白浜町役場
白浜はまゆう病院新館前

献血のご協力をお願いします。
テレビ和歌山（５ｃｈ）のデータ放送で、「け
んけつちゃんねる」をご覧いただけます。
テレビリモコンのｄボタンを押していただ
くと、献血バスの配車日時や血液在庫状況
などを確認いただけます。

月

の

予

定

1
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

　
　

会　

長　
　
　

石い
し　

田だ　

武た
け　

夫お

　
　

副
会
長　
　
　

寺て
ら　

岡お
か　

浩ひ
ろ　

義よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か　

本も
と　

　
　

進
す
す
む

　
　

理　

事　
　
　

植う
え　

杉す
ぎ　

　
　

滋
し
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

田た　

井い　

た
づ
子こ

　
　
　
　
　
　
　
　

脇わ
き　

本も
と　

敏と
し　

功の
り

　
　
　
　
　
　
　
　

田た　

谷や　

健け
ん　

司じ

　
　
　
　
　
　
　
　

宇う　

惠え　

康や
す　

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま　

口ぐ
ち　

浩ひ
ろ　

良よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

細ほ
そ　

川か
わ　

修
し
ゅ
う　

平へ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴す
ず　

木き　

泰や
す　

明あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

川か
わ　

口ぐ
ち　

祥さ
ち　

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　

北き
た　

野の　

之ゆ
き　

宏ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　

坂さ
か　

本も
と　

康こ
う　

二じ

　
　
　
　
　
　
　
　

藤ふ
じ　

藪や
ぶ　

庸よ
う　

一い
ち

　
　

監　

事　
　
　

國く
に　

本も
と　
　
　

徹
と
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　

安や
す　

田だ　

延の
ぶ　

男お

　
　

評　

議　

員　

一　
　

同　

　
　

職　
　

員　
　

一　
　

同

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会　

長　
　

石い
し

田だ　

武た
け

夫お

社
会
福
祉
法
人　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
わ
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

各
種
事
業
の
推
進
と
運
営
に
、
多
大
の
ご
支

援
並
び
に
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
住
む
白
浜
町
内
の
各
地

域
を
見
て
み
ま
す
と
、
新
し
い
住
宅
地
等
が

で
き
、
人
口
の
増
加
が
見
ら
れ
る
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、
多
く
の
地
域
で
は
人
口
の
減
少

に
加
え
、一
層
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
の
住
民
同
士
の

繋
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
様
々
な
課
題
が
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
昨
年
３
月
に
第
２
期
の
地
域

福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
、「
ひ
と
り
ひ
と
り

を
大
切
に
す
る
ま
ち 

し
ら
は
ま
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
に
住
民
同

士
が
身
近
な
「
ご
近
所
」
で
助
け
合
い
、
支
え

合
い
を
進
め
る
「
ご
近
所
福
祉
体
制
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
普
段
か
ら
の
交
流
や

繋
が
り
は
、
災
害
時
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
助
け

合
い
が
出
来
る
こ
と
と
な
り
、
大
き
な
力
を

発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
繋
が
り
を
強

く
し
、
助
け
合
い
を
活
性
化
し
て
、
楽
し
い
ご

近
所
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
活
動
も
さ
ら
に
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
行
政
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
福

祉
委
員
、
町
内
（
区
）
会
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
皆
さ
ま
方
の
参
加
と
協
力
を
得
て
、

地
域
で
の
総
合
的
な
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の

新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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日 程 内　　容 会　　場

1/7 司法書士 本部事務所

1/15 人　　権 本部事務所

1/21 弁 護 士 青少年研修センター

1/28 多重債務 本部事務所

2/4 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、１人約１５分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

1/11 弁 護 士 み　ま　い　荘

1/16 人　　権 高齢者生活福祉センター

2/1 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】午後１時３０分から４時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

※　各専門相談をご利用いただけますよう、
　お願い致します。

【お知らせ】本年度より、一般相談が無くなりました。

手 話 の 基 礎 入 門 セ ミ ナ ー

【日 時】１月１９日（土）午後１時３０分～３時

【内容】　手話の基礎講習（全２回　２日目）

　講師　西牟婁振興局　手話通訳士　竹
たけなか

中美
よ し こ

子氏

【場 所】 社協本部事務所２階　大会議室

【申 込】 社協事務局まで

　※お気軽にお問い合わせ・ご参加ください。

手話を学んでみたいとお考えの方。

その “ きっかけづくり ” となるセミナーです。

平成２４年度

「地域助け合い活動活性化支援事業」

　今、皆さんの地域で「どのような助け合いが行
われているのか？」、「支援を求めている人はいな
いか？」「これからどのような助け合いが必要な
のか？」みんなで考えてみませんか。
　支え合いマップ作りを通して、皆さんといっ
しょに皆さんのお住まいの地域の課題を見つけら
れたらと思います。
　マップ作りについてのお問い合わせは、本会事
務局までお願いします。

※マップ作りは、地域にお住まいの皆さま５人から
１０人の方々にお集まりいただく必要があります。

　　　　　　　　　　　　【マップ作成の様子】

　白浜町社会福祉協議会では、地域での交流の場、仲間作りの場と
して「ふれあい・いきいきサロン」を実施しています。
　仲間とともに楽しく、いきいきと地域の中で暮らしていけるよう
に仲間づくり・生きがいづくりの場を一緒につくっていきませんか。
　そして「なにか地域のためにできることはないかな」という小さ
な思いやりの気持ちを地域のサロン活動に生かしてみませんか。
　皆さんの暮らす地域で、サロン活動に参加してみたい方や、まだ
実施していない地域でサロン活動をはじめたい方は、本会までお問
い合わせください。

ふれあい・いきいきサロン事業

　

 

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

東
白
浜　
　
　

田た
ぶ
ち渕　

博ひ
ろ
し司　

様

　
　

村　

島　
　
　

小こ
さ
か阪　

　

治
お
さ
む　

様

　
　

浜　

町　
　
　

三さ
ん
た田　

輝て
る
き樹　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
11
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

11
月
号
の
お
詫
び
と
訂
正　

　

昨
年
11
月
号
寄
付
者
ご
芳
名
に
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
し
く
は
、
左
記

と
な
り
ま
す
。

　
　

宇
津
木　
　
　

杉す
ぎ
の野　

精せ
い
い
ち市　

様
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第
７
回
文
化
と
福
祉
の
集
い
「
日
置
川
会
場
」

　

11
月
24
日
、
25
日
文
化
と
福
祉
の
集
い
と
農
林
業
ま
つ
り
が
日
置
川
地
域
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

24
日
の
夜
に
は
サ
ー
ク
ル
発
表
会
が
行
わ
れ
、
大
正
琴
、
舞
踊
や
太
鼓
サ
ー
ク
ル

の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
演
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

研
修
室
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
の
方
々
や
一
般
の
方
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

少
し
季
節
は
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
30
日
は
日
置
川
地
域
体

育
振
興
協
議
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
青
空
の
下
ス
ポ
ー
ツ
を
思
い
切

り
楽
し
み
ま
し
た
。

中央公民館だより 問中央公民館
☎４２－２２６９

日置川拠点公民館だより 問日置川拠点公民館
☎５２－２６６０

じどうかんへ行こう 問児童館
☎４５－２１１７

図書館だより 問白浜町立図書館
☎４３－２９２２

公
民
館
婦
人
学
級
３
学
級
合
同
視
察
研
修
会

　

11
月
16
日
に
、
中
央
公
民
館
婦
人
学

級
３
学
級
（
さ
ざ
な
み
学
級
・
富
田
婦

人
学
級
・
椿
婦
人
学
級
）
で
の
合
同
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
、
一
緒
に
学
習
す
る
機
会
が

無
い
た
め
、
年
１
回
交
流
や
意
見
交
換

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
和
歌
山
地
方
気
象
台
の
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
で
も
昨
年
の
台
風
に
よ
る

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
事
等
で
、
気

象
に
つ
い
て
少
し
で
も
理
解
出
来
る
よ

う
に
、
職
員
の
方
に
詳
し
く
分
か
り
や

す
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

気
象
台
で
の
観
測
方
法
や
、
予
測
、

ま
た
注
意
報
、
警
報
な
ど
も
ど
の
よ
う

に
発
令
さ
れ
て
い
る
か
、
警
報
等
が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
対
処
を

す
れ
ば
良
い
の
か
等
を
学
習
し
て
き
ま

し
た
。

　

普
段
、
行
く
こ
と
の
な
い
気
象
台
を

見
学
す
る
事
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
は
、
全
国
各
地
と
比
較
し

て
、
年
間
の
気
温
差
が
少
な
く
と
て
も

住
み
や
す
い
地
域
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

～
お
正
月
あ
そ
び
～

　

今
年
も
、「
お
正
月
あ
そ
び
」
の
期

間
を
設
け
て
、
児
童
館
内
に
「
か
る
た

と
り
」「
こ
ま
ま
わ
し
」「
ふ
く
わ
ら
い
」

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
の
で
、
期
間
中
、
自
由
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

１
月
５
日
（
土
）

　

１
月
８
日
（
火
）
～
12
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
ご
ろ

◆
場
所　

町
立
児
童
館

◆
内
容　

か
る
た
と
り
、こ
ま
ま
わ
し
、

　

ふ
く
わ
ら
い
、
た
こ
づ
く
り 

な
ど

～
新
春
ち
び
っ
こ
囲
碁
・
将
棋
大
会
～

◆
日
時　

１
月
12
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

◆
場
所　

白
浜
町
立
児
童
館 

和
室

◆
対
象　

小
学
生

◆
種
目

　

囲
碁
…
Ａ
級
（
19
路
盤
）

　
　
　
　

Ｂ
級
（
13
路
盤
）

　
　
　
　

Ｃ
級
（
９
路
盤
）

　

将
棋
…
Ａ
級
、
Ｂ
級

　

※
各
種
目
、階
級
を
分
け
て
行
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
児
童
館
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中央公民館だより 問中央公民館
☎４２－２２６９

日置川拠点公民館だより 問日置川拠点公民館
☎５２－２６６０

じどうかんへ行こう 問児童館
☎４５－２１１７

図書館だより 問白浜町立図書館
☎４３－２９２２

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

年
の
初
め
に
、
図
書
館
に
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
通
り
本
棚
を

め
ぐ
っ
て
も
よ
し
、
椅
子
に
す
わ
っ
て
雑
誌
を
め
く
る
の
も
よ
し
、

子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
よ
ん
で
あ
げ
る
の
も
よ
し
、
少
し
の
時
間
、
図
書
館
で
過
ご

す
こ
と
も
、
心
の
栄
養
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
職
員
一
同
み
な
さ
ん
に
よ
り
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

変
わ
り
ま
し
た
！

　

白
浜
分
室
（
中
央
公
民
館
２
階
）
の
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
並
べ
方
が
変
わ
り
ま

し
た
。
以
前
は
著
者
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
し
た
が
、
50
音
順
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
し
で
も
本
が
見
や
す
く
な
る
よ
う
本
棚
の
位
置
も
変
え
て
み
ま
し
た
。

「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
は
わ
か
り
に
く
い
」「
本
を
選
ぶ
の
に
暗
い
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の

声
が
、
よ
り
良
い
図
書
館
へ
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
、
気
軽
に
職
員
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

１月の行事

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　１月５日・１２日・１９日・２６日

☆しらはま子どもの本の会例会
　本館１月１７日（木）　午前１０時～
　テキスト「１００％ＯＲＡＮＧＥ」の絵本

　※テキストは本館においてあります。

お　礼

　毎年、一町民の方より図書購入費にと金一
封のご寄付をいただいております。
　お礼状を差し上げることができませんので
紙上をもってお礼を申し上げます。
ありがとうございました。
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　今回は、日置川地域で実施された２つのイベント
を取り上げます。
　１つ目は１１月１１日に開催された「南紀日置川
リバーサイドマラソン｣ です。２２回目の開催が意
味するところは、取り組んできた皆さまの思いと情
熱が一体となり続いてきた歴史ある大会だというこ
とです。開催当日は雨、風に見舞われるあいにくの
天候でしたが、なんと１，２００人のランナーが出
場してくれました。招待選手には２００８年の横浜
国際駅伝日本代表の湯

ゆ

田
だ

友
とも

美
み

さんをお迎えし、大会
はさらに盛り上がりました。この大会が地元に定着
し、多くの人々に愛され、親しまれる素晴らしいも
のになっていくことが町の願いであります。参加者
や大会関係者の皆さまをはじめ、応援に駆けつけて
くださった全ての方々に感謝を申し上げます。来年
もぜひご参加ください。

　２つ目は１１月１８日に開かれた第２７回「川
かわ

添
ぞえ

まつり」です。２７回も続くこのようなイベントは
近隣地域でも珍しいもので、関係者の意気込みや伝
統を感じます。当日は、地域の農産物の直販やフリー
マーケット、学習発表会などでおおいに盛り上がり
ました。今年の目玉として、お茶の生産団体であ
る「川添緑茶研究会」の主催によるお茶会「お茶農
家のお茶会」が市鹿野小学校で催され、一般参加者
５０人がお茶の淹れ方や飲み方を教わりました。そ
こでは新しい発見がたくさんあり、川添茶のブラン
ド力を増すヒントが多くありました。上村会長はじ
め、多くの人々の力を結集してこれからも情報発信
していきたいと思います。継続は力なりであります。
皆さまとの交流を図りながら地域の活性化に取り組
みたいと考えています。

電車のチケットを購入するために並ぶ人たち

ALOHA! 町長です。

　

今
月
は
韓
国
の
『
正
月
』
に
つ
い
て
少
し

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

韓
国
語
で
正
月
は
『
ソ
ル
ラ
ル
』
と
い
い

ま
す
。
韓
国
の
正
月
は
、
日
本
と
違
い
陰
暦

の
１
月
１
日
に
お
祝
い
を
し
ま
す
。
だ
か
ら

毎
年
日
付
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
が
、

今
年
は
２
月
10
日
が
ソ
ル
ラ
ル
で
前
後
の
日

が
祝
日
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
連
休
を
利
用
し
て
旅
行
な

ど
に
行
く
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
昔
か
ら

の
伝
統
的
な
文
化
も
あ
り
ま
す
。
気
分
を

新
た
に
新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う
意

味
で
、
新
し
い
服
を
着
た
り
靴
を
履
い
た
り

し
ま
す
。
特
に
子
供
達
は
、
セ
ッ
ト
ン
チ
ョ

ゴ
リ
と
い
う
カ
ラ
フ
ル
な
ハ
ン
ボ
ッ
ク
（
韓

服
）
を
着
ま
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
合
い
に
は

悪
い
邪
気
を
払
い
福
と
無
病
長
寿
を
も
た

ら
す
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
で
も
そ
う
で
す
が
、
韓
国
も
帰
省

ラ
ッ
シ
ュ
が
激
し
く
、
ソ
ウ
ル
お
よ
び
近
郊

の
首
都
圏
に
人
口
の
約
半
数
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
原
因
で
、
ソ
ル
ラ
ル
の
前
後
は

駅
や
高
速
道
路
が
も
の
す
ご
く
混
雑
す
る

よ
う
で
す
。
そ
の
混
雑
は
日
本
の
帰
省
ラ
ッ

シ
ュ
を
上
回
る
程
で
す
。

　

韓
国
に
も
お
年
玉
の
よ
う
な
文
化
も
あ

り
、韓
国
で
は
『
セ
ベ
ッ
ト
ン
』
と
い
い
ま
す
。

日
本
と
同
じ
よ
う
に
い
く
ら
と
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
目
安
と
し
て
小
学
生
１
万
ウ
ォ

ン（
約
７
０
０
円
）、中
学
生
３
万
ウ
ォ
ン（
約

２
，１
０
０
円
）、
高
校
生
５
万
ウ
ォ
ン
（
３
，

５
０
０
円
）、
大
学
生
10
万
ウ
ォ
ン
（
約
７
，

０
０
０
円
）
ぐ
ら
い
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ソ
ル
ラ
ル
の
期
間
中
は
、
明

ミ
ョ
ン

洞ド
ン

や

仁イ
ン

寺サ

洞ド
ン

と
い
っ
た
普
段
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
町
も
店
を
閉
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
韓
国
旅
行
を
検
討
し
て
い
る

皆
さ
ま
は
、
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
や
店
の
休
み
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ソ
ル
ラ
ル
を
避
け
て
旅

行
に
来
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。（

畑
中
）

韓国派遣職員からの

　果
クヮ

川
チョン

市
シ

レポート
Vol.8

（Aloha とはハワイ語で「こんにちは」の意味です。）
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○白浜町堅田　在住

　上田　つぐみ　ちゃん（平成２２年１１月２４日生）

　　　　康
こう

介
すけ

　　くん 　（平成２４年８月３０日生）

（パパ・ママからのメッセージ）

　いつも笑顔で元気に、つぐみも康介もふたり仲

良くね☆

父　康
やす

夫
お

・母　さくら　

わがやのスター

し
ら
は
ま
俳
壇
コ
ー
ナ
ー

円
月
俳
句
会

　

秋
時
雨
文
化
と
福
祉
湯
の
か
を
り　
　
　
　

常つ
ね

代よ

　

紅
葉
狩
杖
つ
き
勇
む
八
十
路
か
な　
　
　
　

葉よ
う

子こ

　

こ
ど
も
の
思
ひ
椎
の
実
拾
ひ
つ
つ　
　
　
　

榮
さ
か
え

　

善
光
寺
吐
く
息
白
く
お
数
珠
受
く　
　
　
　

ま
さ
恵え

　

腰
伸
ば
し
背
の
び
し
つ
つ
も
年
用
意　
　
　

か
め
乃の

　

初
日
の
出
大
屋
根
寺
紋
輝
け
り　
　
　
　
　

美み

代よ

枝え

　

添
へ
書
の
賀
状
の
一
句
読
み
返
す　
　
　
　

て
る

山
蕗
句
会

　

青あ
お

々あ
お

と
そ
の
一
角
の
冬
菜
か
な　
　
　
　
　

ふ
く
み

　

地
に
陰
の
朱
の
色
淡
く
実み

南な
ん

天て
ん　
　
　
　
　

た
つ
え

　

み
ほ
と
け
に
と
ん
で
小
春
の
蝶
二
つ　
　
　

道み
ち

子こ

　

柚
と
り
や
た
ま
で
受
け
と
る
孫
た
の
し　
　

よ
し
お

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
ま
せ
柚ゆ

子ず

湯ゆ

の
あ
た
ゝ
か
し　

守も
り

一か
ず

椿
湯
の
花
句
会

　

短
日
の
障
子
に
か
げ
の
の
び
て
来
し　
　
　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

夕
ぐ
れ
の
一
声
の
こ
し
鹿
の
去
る　
　
　
　

山や
ま

下し
た

博ひ
ろ

司し

○白浜町堅田　在住

　中野　心
ここ

海
み

　ちゃん（平成２３年１月８日生）

　　　　海
かい

里
り

　くん 　（平成２４年７月２３日生）

（パパ・ママからのメッセージ）

　２人仲良く支えあって大きくなってね！

父　翔
しょう

太
た

・母　綾
あや

　

　町内で活躍されている句会の皆さまの俳句を募集しています。
　詳しくは、役場総務課広報担当まで。



白浜町ひきこもり等家庭訪問調査事業
和歌山県自殺対策対策緊急強化基金事業

心がフッと軽くなるひと時を…

大人も子どもも忙しい毎日を過ごしてる現在、知らず知らずのうちに
ストレスがたまり心も体も疲れて生きづらくなっている日々…
そんな日頃の心の疲れをテレビ番組のコメンテーターとしても有名な
名越先生の講演と音楽療法を用いた素敵な演奏で一緒に癒しませんか？

日時：１月２７日（日）

　　　午後１時３０分～４時

場所：ラフォーレ南紀白浜２階

＜第１部＞講演会　午後１時３０分～

　講師：名
な

越
こし

　康
やす

文
ふみ

　　　　精神科医　京都精華大学客員教授

　テーマ：「心がフッと軽くなる瞬間の心理学」
　　　　　～こころの健康を守るために～

 ＜第２部＞音楽療法コンサート　午後３時～

　講師：ＮＰＯ法人 日本ヒーリング音楽協会

　　　　理事長　　藤
ふじ

井
い

　郁
いく

子
こ

　　　　副理事長　下
しも

村
むら

　晶
あき

子
こ

　ほか

内容：溜まったものを音楽で出す。
ピアノと歌声の演奏（音楽療法）に加え、相乗効果があるといわれるハーブやアロマに包ま
れた「音と香りの癒しのひと時」をお送りします。

問役場民生課福祉係
☎４３－５７０２　

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

http://www.town.shirahama.wakayama.jp
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